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１ まちづくり事業計画の見方 

まちづくり事業計画は，都市ビジョン・藤沢づくりのめざす方向性・ふじさわ未来課題・

戦略目標（地域まちづくり目標）・政策（地域まちづくり活動）で分類しています。 

その中で，各事業に，まちづくり地域事業・まちづくり行政事業（全市・地区）・まちづ

くり市民連携事業・まちづくり公民連携事業・まちづくり広域連携事業の分類をつけてい

ます。 

 

２ まちづくり情報 

まちづくり事業の内容は，実施する主体又は地域経営会議からの事業案によって検討さ

れていますが，参考となる活動や今後まちづくり事業に発展する可能性のあるものについ

ても「まちづくり情報」として掲載します。 

 

３ まちづくりアイデア提案事業 

まちづくりのための活動のうち，アイデアとして提案されたもの，様々な主体の協力が

必要なものについては，アイデア提案事業として別冊にまとめます。 

 

４ 地域まちづくり目標に関する指標等 

 (1) 成果指標・現状値・めざそう値 

成果指標は，地域まちづくり目標について，この指標が改善されれば，良くなったと

考えられる状態を示しています。現状値はその値をアンケート等により測定したもので，

めざそう値は実際に活動をしている皆さんの声をアンケート調査により集約したもので

す。 

 (2) 役割の担い手 

役割の担い手は，「めざそう値」実現に向けた，取り組む主体の多様性を示すもので，

2010 年（平成 22 年）8 月 21 日から 9 月 3 日にかけ実施した「めざそう値」調査の

項目として調査しました。計 1,367 件の５段階評価（役割は，大きい，やや大きい，や

や小さい，小さい，ない）の回答を集計後，各主体毎の割合を求めたものです。それぞ

れの割合は，責任の大きさではなく，実現に向け行動する主体としての期待を示してい

ます。 

 「まちづくり計画」では，紙面とページ数の点から，凡例により表示します。 

【凡例】 

A：市民（個人・家庭） B：市民団体（含市民ボランティア）・NPO 

C：地域団体（自治会・町内会等） D：企業等（民間企業・財団法人等） 

E：子育て機関（学校・幼稚園・保育園等） F： G：その他 

 (3) 地域まちづくり活動・成果の視点・主要な指標 

地域まちづくり活動は，地域まちづくり目標を改善された状態にするために，どのよ

うな活動の方向性があるかを示したものです。成果の視点は，地域まちづくり活動が実

現されたと考えられる状態を示しています。 

主要な指標は，成果の視点の実現度を測定するベンチマークとして定めています。 
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表の見方 

 

事業区分

地域分権

活動指標

目標値 現状値 0 ３年後目標値 50% ６年後目標値 100%

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（市域全体）

評価・見直し → → 改定 → →

（地域） 評価・見直し → → 改定 → →

（連絡先） 0466-25-1111実 施 主 体 藤沢市経営企画部経営企画課

各部門の実施計画事業について実施手法を検討するとともに、適切な進捗管理を行い、拡
大の方向性についても検討を進めることにより、新しい公共の推進が図られます。また、地域
における担い手の可能性について検討を進めることにより、一層の「地域分権」の推進が図
られます。

実績値

事 業 の 成 果

まちづくり推進事業

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

まちづくり行政事業（全市）

地域と全市が連携しておこなう事業（地域＋全市）

事 業 名

事 業 内 容

事業スケジュール

現状値が改善された目標の数の割合

第１期
第２期 第３期 第４期

　市域全体のまちづくり計画については、進捗管理、ローリングなど行政主体で実施するが、
地域まちづくり活動については、１３地区の市民センター・公民館と地域経営会議が中心と
なり、地域市民の声を聞きながら、連携・協働に基づいて進捗管理、ローリングを実施しま
す。

体系コード

1-1-7-01-1-1

　社会経済情勢の急激な変化と将来の少子化、高齢化による人口構成の変化に対応するた
め策定した新総合計画を推進するため、実施計画事業の事業評価をもとに適切な進捗管理
と実施計画のローリング、見直し、基本計画の進捗管理、ローリング、見直しを行い、基本計
画の目標達成を図るとともに、　基本計画の重要な視点である、「新しい公共」と「地域分権」
を推進します。
　また、進捗状況や達成状況を常に把握し、情報公開することで、計画推進の透明性を確保
します。

 
 

① 事業名と総合計画上の区分（体系コード・事業区分）を示します。 

② 事業の内容について示します。 

③ その事業がどの程度行われたかを示す活動指標と，その目標値，役割期待（活動を

担う主体の役割と期待）を示します。 

④ 事業の進捗と関係する地域の活動スケジュールを示します。 

⑤ 事業の成果として期待される内容を示します。 

⑥ 実施主体と連絡先を示します。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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新総合計画実施計画 

 

片瀬地区まちづくり実施計画 

 
地地域域ままちちづづくくりりののテテーーママ  

歴史の薫りと潮の香りがただようふれあいのまち 片瀬・江の島 
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 0人 ３年後目標値 100人 ６年後目標値 200人

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

（市域全体） 調査研究・検討 実施 → → → →

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 0授業 ３年後目標値 24授業 ６年後目標値 48授業

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

準備 実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 の 成 果 　片瀬市民センターは片瀬・江の島まちづくり協議会及び地域活動団体等と連携し、事業
の進捗状況を把握するとともに、地域における担い手の拡大について協議会・団体等を支
援し、更なる自助・共助のまちづくりを推進します。

　初年度は、市民ボランティアを中心に学校や行政が連携し、事業実施の準備を行いま
す。翌年度事業実施にあたっては、地区住民へ事業周知を行います。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　地域の子どもは地域で育て子ども達が健やかに成長していくことを主眼に、地区内の小学
生（中学生は、教育政策推進課の学校支援事業で対応）で、支援を必要とする児童を対象
に、地域の子育て経験の豊かな大人や学生が、勉強会を実施します。初年度は、指導に当
たる指導者や会場の確保を図るとともに、支援体制を調査検討します。２４年度からの実施
を予定しています。

寺子屋の授業数

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５
実績値

事 業 名 片瀬寺子屋事業
まちづくり地域事業体系コード

1-2-14-02-02-1

　片瀬市民センターは片瀬・江の島まちづくり協議会及び地域活動団体等と連携し、事業
の進捗状況を把握するとともに、地域における担い手の拡大について協議会・団体等を支
援し、更なる自助・共助のまちづくりを推進します。

実績値

事 業 の 成 果

片瀬地区人材・情報バンクセンター事業

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

まちづくり地域事業

事 業 名

事 業 内 容

事業スケジュール

人材バンクの登録者数

第１期
第２期 第３期 第４期

　この事業の核となるコーディネーターを市民、市民団体、地域団体、行政の協力のもとに、
できるだけ早い時期に決め、具体的な実施に向けた検討を進めます。

体系コード

1-1-7-01-1-1

　地区内で持っているマンパワーを役立てたい方と、そのマンパワーが必要な方・事業等
を、結びつける片瀬版人材バンクを設置します。また、地区内で活動している団体（者）等を
把握し、ネットワークを築くことで、更にその機能を高めたり、養成講座等を開催し、新たな
人材確保も図ります。あわせて、情報の発信拠点として、ポータルサイトを活用することによ
り、地域関係団体や事業等の情報の共有や連携につなげます。
　現在、一部の地域市民の負担が大きくなっている状況があり、地域の方からも人材等整え
ることにより、新たな事業も展開できるとの指摘もあります。いずれにしてもこの事業はコー
ディネーターにより進めることが肝心要となるため、初年度に人材を確保します。
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 0箇所 ３年後目標値 1箇所 ６年後目標値 2箇所

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

情報収集 調査研究 設置 → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 0回 ３年後目標値 年2回 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

協議・実施 →

（市域全体） 協議・実施 →

（連絡先） 0466-27-2711実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 名 プレジャーボート対策事業
体系コード まちづくり地域事業

会議年間開催回数

実績値

事 業 名 プレイパーク設置事業
体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　地域内でボール遊びできる公園がないため、地域の子ども達が元気に外遊びをする場
や、高齢者が安全に楽しむ場を提供し、子ども達の体力向上と運動能力を高め、仲間づくり
や心の発達につなげるとともに、高齢者とのふれあいの場づくりとすることを目的に、地区内
公園や緑の広場、或いは公園予定地などの活用も視野に入れ調査研究し、プレイパーク設
置に向けて関係機関との連携を図ります。具体的には、地区内の緑の広場でボール遊びが
できる場として、平成２５年度に１箇所設置できるよう調査研究と地元調整を行います。公園
予定地については、ボール遊びだけでなく、多目的な遊びができる場として、来年度から公
園整備にかかるワークショップへ意見提案し、早期にプレイパークが設置されるよう働きかけ
ます。
ボール遊びできる場の箇所数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　市民、市民ボランティア、個人・市民ボランティア・地域団体、子育て機関からの情報を集
め、地域団体を中心に設置内容について検討し、行政の支援の基に場を提供します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　地域内でボール遊びできる公園がないため、地域の子ども達が元気に外遊びをする場
や、高齢者が安全に楽しむ場づくりに寄与します。

事 業 内 容 　河川（境川）におけるプレジャーボートの不法係留は、地震による津波などの際、流失災
害や火災を引き起こす恐れがあり、周辺の住民に大きな不安を与えています。河川管理者
である神奈川県は、平成２５年３月３１日までの間、不法係留船の河川への係留を暫定的に
認めているところであるが、この暫定係留期間終了後、河川からの撤去が速やかに行われる
よう、地域住民・県・関係機関との協議体制を構築し、災害に対する不安の解消・安全な環
境づくりを推進します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　災害に対する不安の解消・安全な環境づくり及び、自助・共助のまちづくりに寄与します。

　２５年度末に不法係留のプレジャーボートが撤去されるよう自治町内会等と県等関係機関
との協議する場づくりを、行政が支援します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０箇所 ３年後目標値 ５箇所 ６年後目標値 １０箇所

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 15回 ３年後目標値 22回 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

事業実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事業スケジュール

事 業 の 成 果 　災害に対する不安の解消・安全な環境づくり及び、自助・共助のまちづくりに寄与します。
 

　自主防災組織や行政などが連携し、災害時の要援護者が無事に避難できるよう計画を立
てることが必要です。

第１期

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

第２期 第３期 第４期

まちづくり地域事業

事 業 内 容 　災害時に自ら避難することが困難と思われる高齢者等の安否確認、救出体制など避難支
援の仕組みを整備することが地域防災の大きな課題となっていることから、地域の自主防災
組織と関係機関等との連携などによる仕組みづくりを推進する、という現状の取り組みに加
え、マンション居住者に対する方策の検討や特別な医療処置が必要となる難病患者等の個
別の避難支援計画づくりの仕組みを保健・医療・福祉機関等と連携して取り組む等の新た
な取り組みを推進します。

体系コード

実績値

要援護者対策を実施している自主防災組織の数

　災害に対する不安の解消・安全な環境づくり及び、自助・共助のまちづくりに寄与します。
 

事 業 名 災害時要援護者支援事業

藤沢市市民自治部片瀬市民センター実 施 主 体

事 業 の 成 果

　市民、市民団体、地域団体等が行政と協力し危険箇所を把握し、関係者等と協議します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

　片瀬地区は、海と山と川に囲まれた市内でも特有な地域です。今年度行われる予定の県
による土砂災害警戒区域調査やハザードマップ等も参考としながら、集中豪雨や地震、津
波などの自然災害時による被害が心配される箇所を調査把握するとともに、事前の対応策
を検討し、関係者（機関）との協議を進めます。なお、６年間で災害等危険箇所把握事業を
一区切りとし、再度必要により検討します。

危険対策協議をした箇所数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

事 業 内 容

災害等危険箇所把握事業
体系コード まちづくり地域事業

事 業 名
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 0回 ３年後目標値 22回 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

事業実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ３８人 ３年後目標値 ４５人 ６年後目標値 ５０人

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

検討 → 策定 実施 → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業スケジュール

実績値
Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３

事 業 内 容

事 業 の 成 果

事業スケジュール

実績値

事 業 内 容

　現在地区内で活動する生活支援ボランティアを含め、地域で関連する機関や行政が集ま
り、高齢者が安心して暮らせるシステムを推進します。

第３期第２期
第１期

　高齢者等が安心して暮らせるように地域で支え合うシステムの推進づくりに寄与します。
 

　災害に対する不安の解消・安全な環境づくり及び、自助・共助のまちづくりに寄与します。
 

事 業 の 成 果

藤沢市市民自治部片瀬市民センター

生活支援ボランティア推進事業事 業 名

実 施 主 体

第３期第２期

中学生を組み入れている自主防災組織数

　災害が平日の日中に起きた場合など、片瀬中学校生徒等が被災者救助に大きな役割を
果たすことが期待されます。そこで、中学生等をジュニア防災リーダーとして養成し、自主防
災組織において、その役割を明確に位置付け、普段から地域の自主防災組織の重要なメ
ンバーとして防災活動に参加するなど次世代を担う人材の育成を進めます。
　毎年、地区の防災活動に中学生の参加を促します。

　自主防災組織や行政などが連携し、災害時に対応の担い手になる中学生の参加体制の
確立が必要があります。

第１期
第４期

まちづくり地域事業体系コード

地区防災活動推進事業事 業 名

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

まちづくり地域事業体系コード

生活支援ボランティア活動者数

　片瀬地区は、藤沢市内において最も高齢化率の高い地域である。しかしながら、地区内
に住むお年寄り等の生活弱者には、公的サービスでは賄えない困りごとがたくさん存在す
る。公的サービスの適用からは外れるが、手助けを必要としている方、小さな手助けがあれ
ば、まだまだ自立した生活を送ることが可能な方などへの生活支援ボランティアの仕組みを
充実させ、高齢者等が安心して暮らせるように、地域で支え合うシステムの推進を検討しま
す。

Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３

第４期

- 5 -



事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 1システム ３年後目標値 2システム ６年後目標値 3システム

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

調査研究 → 策定 実施 → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ２４回 ３年後目標値 ４８回 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 の 成 果 　地域における青少年の成長を促すとともに、地域の担い手の拡大促進に寄与します。

　市民、市民ボランティア、地域団体等関係機関が協力し、行政の支援を得て実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　小田急片瀬江ノ島駅周辺にゴミが多いという現状をふまえ、地域の青少年による駅前広場
の清掃活動を地域ボランティアや周辺の事業所等の協力を得て実施します。清掃活動によ
る社会貢献だけでなく、ボランティア活動や話し合いなどを通して、地域の青少年の成長を
応援していくことを目的に実施します。Ｈ２６年度検証し事業継続もあります。

実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

1-1-7-01-4-2

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 名 青少年お掃除隊事業

事 業 の 成 果 　ひとり暮らし高齢者の見守り体制など、地域から孤独死がでない安心・安全なふじさわづく
りに寄与します。

　高齢者を取り巻く全ての地域関係者の協力と、行政の支援により実施できる事業です。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　地域とのつながりが希薄となっていく現代で、ひとり暮らしの高齢者を地域から孤立させな
いため、民生委員活動・自主防災会による要援護者支援の仕組み・自治会の班を軸とした
コミュニティ活動・老人クラブ友愛チーム・新聞配達員等の連携によるひとり暮らし高齢者の
見守り体制など、地域から孤独死がでないようなシステムを調査研究し、取り組みを進めま
す。

ひとり暮らし見守りシステム数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名 ひとり暮らし高齢者見守り事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ６１日 ３年後目標値 年１００日 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０箇所 ３年後目標値 ４箇所 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

開催 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事 業 名 まちかど相談事業
体系コード まちづくり地域事業

1-1-7-01-5-1

事 業 内 容 　子育て・思春期・老後・介護などに関する相談を行政窓口より身近な地域の居場所等を活
用し、地域包括支援センター・在宅介護支援センター・民生委員・主任児童委員・地域ボラ
ンティア・専門資格を持つ臨床心理士等の連携によって実施します。

相談日数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　市民ボランティアや地域団体を中心として、行政のバックアップ体制を得、推進する事業
です。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　　子育て・思春期・老後・介護など生活する上での不安を解決することで、安心・安全の藤
沢づくりに寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 名 地域の居場所あり方検討事業
体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　ボランティアセンターで各種居場所事業を実施していますが、もっと身近なところに憩える
場があれば、利用しやすいとの声があります。そこで、地区内にある市民の家等公共施設の
利用も含め、子育てから高齢者まで世代を超えた居場所のあり方について、各地域の意見
を踏まえて地域の居場所あり方検討委員会で検討していきます。
　市民の家が平成２５年度末で指定管理期間を終了する時期までに、具体的な検討を終
え、地区内の居場所事業を策定します。なお、居場所として４箇所（片瀬山地域、江の島地
域、片瀬海岸地域、その他の片瀬地域）を想定しています。

居場所の検討をすすめた地域数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　市民、市民団体、地域団体を含め、地域で関連する機関や行政が集まり、乳幼児から高
齢者が安心して暮らせる居場所あり方について検討します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 の 成 果 　子育てから高齢者まで世代を超えた居場所のあり方を整理・整備することで、安心・安全
の藤沢づくりに寄与します。
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 １年２４回／２年４８回 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

準備・実施 実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 年１回 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 の 成 果 　犯罪のない安全・安心なまちづくりに寄与します。

　地域経営会議・小学校・行政が連携し、小学生の危機回避能力を向上させ、安全・安心な
まちづくりの構築を図ります。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　犯罪のない安全・安心なまちづくりを進めていく上では、次世代を担う子どもたち自身が地
域の危険箇所を把握し、危険回避行動能力の向上を図ることが必要不可欠です。
　地域の小学生を対象として、犯罪機会論に基づく講習会を開催し、「地域安全マップ」の
作成等による「地域社会の安全を守る方法」の習得・犯罪予知能力の向上を図るとともに、
犯罪や事故のない安全・安心なまちづくりを推進します。
　隔年で大学教授を招き講習会を実施、間の年は学生指導員により安全マップ作成事業を
実施し、次世代育成を図ります。

講習会年間開催回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 名 地域安全マップ事業

事 業 の 成 果 　青少年の居場所のあり方を整理・整備することで、安心・安全の藤沢づくりに寄与します。

　行政施設を利用し、市民、市民団体、地域団体等関連する機関が見守り青少年の健全育
成を推進します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

居場所開催数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

1-1-7-01-5-1

事 業 内 容 　近年、地域社会における人間関係の希薄化など人々を取り巻く環境が大きく変化してお
り、それに伴い青少年が抱る問題も深刻になっています。そこで公民館を利用した青少年
の居場所を確保し、青少年と係わり、話をする、話を聞くなど、ボランティアの見守る人を配
置します。この事業を通じて次世代育成と地域コミュニティづくりを進めます。この事業は、
初年度青少年課が見守りﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに対し養成講座を開催し、円滑な事業推進を図ります。

事 業 名 青少年居場所事業
体系コード まちづくり地域事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 １回 ３年後目標値 年４回 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０箇所 ３年後目標値 年１０箇所 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

洗い出し・点検 実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 の 成 果 　安心・安全な生活環境の実現に寄与します。

　初年度に市民・自治町内会・地域団体等により、これまでの経験や体験にもとづき危険箇
所の確認を行い、優先順位をつけます。それに基づき行政が安全対策を実施します。ま
た、片瀬市民センターは、片瀬・江の島まちづくり協議会及び地域活動団体等と連携しま
す。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　地区内の生活道路は、十字路の交差点で優先道路が判断できず、出会い頭の事故やヒ
ヤリが多いのが現状です。
　既存事業で行う応急的・緊急的な対応ではなく、計画的に地区内の生活道路の危険箇所
を利用者・住民の視点で調査し、地区内の優先順位を設定し、注意喚起のために交差点の
カラー舗装、スコッチシールの設置などを実施します（カーブミラーの設置は既存事業で継
続）。
　また、通学路を中心に外側線による区切りしかない歩道にカラー舗装を施し安全の向上を
図ります。

安全対策実施箇所数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 名 生活道路の安全向上対策事業

事 業 の 成 果 　地域の環境浄化と地域の安全の実現に寄与します。

　環境を考える団体や個人と行政などが連携し、不法投棄や落書きを無くし、あるいは綺麗
な絵を描き環境を守ることが必要です。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　地区内の不法投棄や落書き箇所を把握するために、環境浄化パトロールを実施します。
不法投棄や落書きを放置することは、その場所に住民の関心のないことの表れであり、そう
した場所で犯罪が起きやすいと言われています。そのため、「書かれたら消す」という作業を
速やかに行うために、落書き消し隊を結成します。また、合わせて落書きされないきれいな
景観を保つために、場所に応じて子ども達を中心に絵を描く事業を進めます。これは、地域
の環境浄化と地域の安全を守るために重要な役割を果たすものです。

浄化活動の実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

1-1-7-01-5-1

事 業 名 環境浄化事業

- 9 -



事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 隔年１回 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

検討 実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０個 ３年後目標値 ７個 ６年後目標値 ２２個

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

調査研究 設置 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 の 成 果 　安心・安全な藤沢づくりに寄与します。

　市民団体、地域団体の設置箇所に関する情報等を行政とともに検討し、企業、商店街か
ら協賛金を得て、地区内にミニベンチを設置します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　高齢者や障がいがある方が外出時にほっと一休みできたり、地域の人や観光で訪れた人
がおしゃべりができたりする腰掛けやベンチを、坂の途中の遊休地や緑地などに、地区内の
商店や事業者からの協賛を受けて設置し、ふれあいのあるスペースを創出します。なお、こ
の事業はミニベンチを設置するものですが、６年後、アンケート調査等利用者の意見等を参
考に再検討します。

ミニベンチの設置箇所数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 名 まちかどミニベンチ設置事業

事 業 の 成 果 　　安心・安全な生活環境づくり及び、自助・共助のまちづくり実現に寄与します。

　市民、自治会、学校、行政の連携により、より効果的な小・中学生への安全指導としてのス
ケアードストレイト手法による教室の実施のあり方について検討し、実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　子どもの事故の約４割が自転車乗用中に起きている。子どもの自転車運転マナーの低さ
が目立つため、交通安全教室を強化します。特に、事故を再現し「恐れ」のイメージを与える
ことで、自転車の安全な乗り方を効果的にイメージできる「スケアード・ストレイト」を片瀬小学
校・中学校の児童・生徒を対象に実施します。子どもの自転車マナーを徹底することで、地
域全体の自転車マナーを向上させ、安全なまちづくりを推進します。
　 湘南海岸は、サーフィンの発祥地として季節を問わずたくさんのサーファー達で賑わう場
所です。ただ、サーフボードを乗せた自転車は非常に危険であり、特に細い道の多い片瀬
地区においては、ルール化の検討を進めます。

スケアードストレイト手法による安全教室の開催数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

1-1-7-01-5-1

事 業 名 交通ルール、マナー向上事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 0個 ３年後目標値 3個 ６年後目標値 5個

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

検討 実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 １回 ６年後目標値 ２回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 の 成 果 　　片瀬にある地域資源の保全や文化継承の実現に寄与します。

　無形文化財など、片瀬にある文化を継承するため、団体・個人・行政が連携し、広く知られ
ていない文化の発見も含め、事業を実施することが必要です。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　片瀬地区で、３００年前から唄いつがれてきた片瀬餅つき唄(市無形民俗文化財として片
瀬餅つき唄保存会指定しています。)や伝統的な片瀬こまの保存会を立ち上げ保存を行い
ます。また、その他片瀬ゆかりの文化の継承を図ります。
　　今後は、片瀬餅つき唄と片瀬こまとの共同発表や展示事業等を開催します。また、この
市無形民俗文化財の周知と継承発展のため、こま材の生産地である大島と藤沢の子ども達
の交流を検討します。

こま・餅等共同事業開催数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 名 無形民俗文化財等継承事業

事 業 の 成 果 　ふれあいのあるまちづくり・安全なまちづくり実現に寄与します。

　市民等、地域全体であいさつをすることにより、この事業が推進されます。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　地域における人間関係が希薄になりつつあることが懸念されている中、「あいさつ」は会話
のきっかけづくりや思いやりの心が伝えられると同時に、住民同士が世代を超えて交流を図
ることができ、あたたかい地域社会をつくりあげていく上で重要なものです。
　また、コミュニケーションが豊かな地域には、犯罪者が入りにくいという心理的効果も期待
できることから、標語の募集や看板の設置等によるあいさつ運動を地域全体で実施し、ふれ
あいのあるまちづくり・安全なまちづくりを推進します。

あいさつ運動推進事業数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

1-1-7-01-5-1

事 業 名 あいさつ運動推進事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 年３回 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 0回 ３年後目標値 年1回 ６年後目標値 年1回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 の 成 果 　協議会・団体等を支援し、更なる自助・共助のまちづくりを推進することにより、地域におけ
る担い手の拡大を図ります。

　初年度は、市民ボランティアを中心に市民・地域団体の協力を仰ぎ、事業実施の準備を
行います。さらに学校や企業の協力を得、行政の支援により事業を実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　片瀬地区の生物・植物など豊かな自然を調査・研究し、冊子の作成・研究発表・講座開催
を通じて、地域の貴重な自然資源のあり方を検討します。
  また、子ども達を中心に自然にふれあう機会を設け、自然環境の維持・保全を次世代へ継
承して行きます。

自然研究発表・講座の開催数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 名 片瀬の自然調査・研究事業

事 業 の 成 果 　　片瀬にある地域資源の保全や文化継承の実現、これからの担い手づくりに寄与します。
 

　三大まつりをこれからも盛んにするため、自治会などの協力も得ながら、主催者等との会
議を通じ地域でできることを検討することが必要です。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　片瀬地区には、諏訪神社例大祭・江の島天王祭・龍口寺法難会の三大祭りがあります。こ
うした祭りには、例えばお御輿の担ぎ手が少なくなっていることなど課題があります。地域に
ある大切な祭りについて、主催者や役員との会議を実施し、その中にある課題などを検討
し、市民センター・地域の団体等が支援できる課題が整理できれば、地域の中での支援体
制を確立していきます。また、子ども囃子や御輿の担ぎ手など、祭りに参加したい人へ情報
を提供したり日程を広報するなど、参加したい人・見たい人に対する応援体制を確立してい
きます。

主催者・役員との会議開催数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

1-1-7-01-5-1

事 業 名 片瀬三大まつり支援事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ６０㎡ ３年後目標値 １００㎡ ６年後目標値 １５０㎡

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 １回 ３年後目標値 年３回 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 の 成 果 　犯罪の無い安全・安心な片瀬・江ノ島地区の実現に寄与します。

　個人・市民ボランティア・地域団体を中心に活動や活動の強化、拡大を推進します。また、
企業や学校・行政の協力を得て事業を実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　全国でも有数の観光地である片瀬・江の島地区としてふさわしい景観確保や地域生活の
上で課題となる防犯や環境浄化の観点から雑草が繁茂してしまう場所を中心に地域ボラン
ティアを募り、花植え・草取りを定期的に実施する体制を築きます。
　また、江の島弁天橋の植栽帯の花植え・草取り活動を拡大発展させると共に、同様の活動
をしている団体との連携を図っていきます。

花植え活動等実施面積

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 の 成 果 　片瀬地区における環境にやさしい生活スタイルの実現に寄与します。

　市民・企業を中心に地球温暖化防止等の環境にやさしい生活スタイルの確立に向けた取
り組みの実践を図ります。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　今年度、片瀬・鵠沼地区が神奈川県の「レジ袋削減推進モデル地域」に指定され、２年間
かけて、地球温暖化防止対策の一環として、マイバッグ持参の推奨とレジ袋辞退の呼びか
け等の啓発・学習活動を行っています。これらの活動を地区内に徹底し、役割を明確にして
地区全体で取り組むことにより、環境にやさしい生活スタイルの確立を目指します。

活動の啓発活動回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

1-1-7-01-5-1

事 業 名 レジ袋削減推進活動事業

事 業 名 緑と花いっぱい推進活動事業
体系コード まちづくり地域事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 年１回 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

調査 実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０個 ３年後目標値 ２０個 ６年後目標値 ３０個

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

調査 印刷・実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 の 成 果 　　高齢者の住みやすい町の実現及び、活気あるまちづくりの実現に寄与します。

　商店街・商店・地域経営会議などで、住民の要望や商店の活性化などを検討し、両者が
共助できるようなマップづくりが必要です。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　片瀬地区は、高齢化率２５％になろうとする市内で一番の高齢地区になっています。特に
片瀬山は超高齢地区になっている反面、商店はほとんど無く買い物に苦労している方が多
くいる現状となっています。こうした状況をふまえて、多くの商店の協力を得ながら、宅配の
情報・お得クーポンやバリアフリー情報等を掲載した生活者のための情報を盛り込んだ、片
瀬地区の買い物マップを作成し、地域の中で住民と商店・商店街が共生し合い、自助・共
助を確立する中で、活気のあるまちづくりを目指します。

マップに掲載したサービス情報数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

1-1-7-01-5-1

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 名 買い物マップ作成事業

事 業 の 成 果 　片瀬地区における環境にやさしい生活スタイルの実現に寄与します。

　地域団体・ボランティア団体・企業・市民を中心に情報交換会を開催し、行政が支援しま
す。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　片瀬地区の大切な資源である海岸を地区生活環境協議会が中心となり、毎年１回多くの
地区内住民の協力で海岸清掃（クリーン活動）を実施しています。海岸ごみの７割は川から
流れてくることから、海岸が汚い＝陸地が汚いということになるため、この活動を発展させ、
海岸以外の場所でも清掃活動を展開します。
　また、片瀬海岸は多くの協力団体によって環境美化が守られており、情報交換会などを実
施することで、団体間の連携を図り、より効果的な活動に発展させることを目指します。

情報交換会の回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名 クリーン活動推進事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 年１回 ６年後目標値 年１回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

検討 実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０箇所 ３年後目標値 ４箇所 ６年後目標値 １１箇所

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

検討 実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 の 成 果 　住んでいる人にとって、居心地のよいまちづくりの実現に寄与します。

　地域の団体等の意見を幅広く聞きながら、民間企業の支援も視野に入れ、ニーズにあっ
た改修も含めて、地域にある公的資産の有効活用が必要です。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　市民の家や公園用地をはじめとした地域にある公的資産を地域のニーズに合わせて効果
的・効率的に利用・活用できるよう検討を進めます。また、市民主体の地域事業をさらに推
進するため地域事業への民間企業からの支援や地域事業への市民提案の仕組み作りなど
を検討します。
　３年で市民の家３箇所、公園用地　６年で子供の家、学校２、市民センター、しおさいセン
ター、道路用地、その他１箇所程度が想定されます。

検討した公共資産の施設数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

1-1-7-01-5-1

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 名 公的資産有効活用推進事業

事 業 の 成 果 　きれいで住みやすい片瀬・江ノ島地区の実現に寄与します。

　企業や漁港などの協力を得ながら、地域も事業者も活気にあふれ、地域住民が生き生きと
参加出来るイベントが必要です。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　いきいきとした市民生活を送るためには、地域が楽しく、魅力あふれるものであることが必
要です。相模湾に面した片瀬地区特有の自然環境を活かし、商店街や漁業協同組合・ライ
フセービングクラブ・新江の島水族館等の協力を得て、地曳き網を中心に海岸清掃・漁港
朝市のＰＲ・海の安全教室・魚教室・ゲーム大会など、海岸における地域イベントを実施し、
活力あるまちづくりの推進、地域の活性化を図ります。

イベント年間開催回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名 片瀬・江の島海岸イベント事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０箇所 ３年後目標値 年１箇所 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

調査・実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０箇所 ３年後目標値 １箇所 ６年後目標値 ２箇所

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

検討 実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 の 成 果 　子どもから高齢者まで、住みやすいまちの実現に寄与します。
 

　地域団体・市民団体・市民により交通体系へのニーズを調査・把握をします。ニーズの実
現に企業の協力を得ます。行政はコーディネートします。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　高齢化が進む片瀬・江の島地区において、高齢者や障がい者の移動がしやすくなる交通
体系について検討します。具体的には、既存バスルートの変更やコミュニティーバス、高齢
者福祉バス、タクシーのワンコイン乗車、福祉施設の送迎バスの活用などを検討し、関係機
関との協議を進めます。

新交通体系の実現箇所数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

1-1-7-01-5-1

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 名 便利な交通体系のあり方検討事業

事 業 の 成 果 　子どもから高齢者まで、住みやすいまちの実現に寄与します。

　市民団体・地域団体等によりバリアの点検・確認作業を実施し、行政・企業などその管理
者とバリアの解消に向けた協議を行います。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　障がい者、子ども、高齢者など移動困難者の移動がしやすくなるように公共施設等のバリ
アの調査・研究を実施します。また、その結果に基づき、当該施設管理者とバリアの解消の
実現に向け協議を進めます。
　特に湘南モノレール江の島駅へのエレベーターなどの設置推進に向け関係機関と必要な
協議を実施します。
　また、障害者や車いすでの利用が可能な地区内の施設やトイレなどの位置を示したマッ
プを作成し、配布します。(買い物マップと連携）

バリア対策の協議をした箇所数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名 バリアフリーの推進事業

- 16 -



事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 年１回 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

準備 実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０箇所 ３年後目標値 １５箇所 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

史跡実施 → → 道路実施 → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-27-2711実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 の 成 果 　きれいで魅力的なまちの実現に寄与します。

　地域住民の発想や提案など意見集約を行い、行政と調整し、計画を立案、企業の協賛や
支援を要請し、行政が実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 旧江の島道を歴史探訪の道として整備する。杉山検校の道標をはじめ史跡の整備、道路舗
装を散策路としてふさわしい工夫をする。もって生活道路の安全確保の向上・地域の活性
化を図る。さらに沿道の緑化推進、シャッターアートを進め、魅力ある街並みを目指す。ま
た、ふるさとマップ片瀬・江の島の作成を行う。

史跡の整備箇所数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

1-1-7-01-5-1

実 施 主 体 藤沢市市民自治部片瀬市民センター

事 業 名 江の島道の整備事業

事 業 の 成 果 　湘南ブランドの全国的発信及び、文化芸術の豊な地域づくりの実現に寄与します。

　地域団体・市民団体・市民により、調査・要請・計画を行い、企業の協賛を募り、行政が支
援します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　片瀬・江の島にゆかりの文化人や芸術家が多数おり、湘南ブランドを全国に轟かせていま
す。また、文化芸術は、豊かで活力ある地域社会を形成します。そこで、地域の公共施設等
を利用し、地元在住やゆかりのある芸術家・音楽家・作家等や、これから活躍するだろう次
代を担う芸術家のたまご等若者の発表と情報交換の場として、「片瀬文化芸術フォーラム」
を開催し、広く湘南「片瀬・江の島」の魅力を発信します。

フォーラムの開催数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名 片瀬・江の島芸術フォーラム事業
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鵠沼地区まちづくり実施計画 
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０団体・人 ３年後目標値 ５０団体・人 ６年後目標値 １００団体・人

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ２回 ６年後目標値 ２回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事 業 の 成 果 　「地域に住み、働き、学ぶ人たちが協働して地域活動を進めるまち」の達成に寄与します。

　広報紙「ｌ緑と海と人」の発行事業は、地区内の全情報が対象であり、1つの団体にとらわ
れず、各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地域経営
会議広報部会が編集、発行します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　鵠沼地区地域経営会議の存在を広く地区内に知ってもらい、また、多くの地区内の住民
のご意見をもらうために広報紙「緑と海と人」を発行します。①年２回、各２５０００部、全戸配
付②地域経営会議情報の周知、住民の意見聴取を目的とします、③鵠沼地域のホーム
ページ（鵠沼地区ポータルサイト）も併用し広報紙の情報を発信、以上を実施事業としま
す。

発行回数

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５
実績値

事 業 名 広報紙「緑と海と人」の発行事業

まちづくり地域事業体系コード

　「地域に住み、働き、学ぶ人たちが協働して地域活動を進めるまち」の達成に寄与します。

実績値

事 業 の 成 果

シニア支援事業

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

まちづくり地域事業

事 業 名

事 業 内 容

事業スケジュール

参加団体、サークル、個人記者数

第１期
第２期 第３期 第４期

　シニア支援事業は、地域活動に参加するシニアの育成を目的とするものであり、各団体の
集合体である地域経営会議と行政が協働し設置する運営委員会が主体となるものです。運
営委員会が主体となり、地域団体と個人から参加者を募ります。各地域団体も運営に参画し
ます。

体系コード

　鵠沼地区のシニア世代が地域団体活動で活躍できるように、側面的支援をします。地域
団体を支える人材の育成と活動支援及びボランティア活動のきっかけづくりを目指します。
①地域コミュニティ・ボランティア講座の開催、②講座修了者の同窓会の組織化、③鵠沼版
人材バンクの設置、④地域活動相談事業の展開（会員登録制度）、⑤地域活動団体との受
け入れ調整と斡旋事業の実施、⑥生涯学習・ボランティア情報の提供活動の推進、以上を
実施事業とします。地域団体、関係機関の協力によるボランティア活動の体験学習等を特
色とします。くらし・まちづくり会議からの継続課題事業です。
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回／日 ３年後目標値 １回／日 ６年後目標値 ２回／日

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０件 ３年後目標値 １０件 ６年後目標値 ２０件

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事 業 名 情報統合紙事業

体系コード まちづくり地域事業

参加定期刊行物

実績値

事 業 名 鵠沼地区ポータルサイト運営事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容  鵠沼地区情報の発信の仕組みの１つとして鵠沼地域のホームページ（鵠沼ポータルサイ
ト）を立ち上げます。①地域経営会議のホームページをその中の主要な構成要素の１つとし
て位置づけます②情報の発信者は、広く地区内の住民から募集します③情報の発信だけ
でなく、受信・収集の仕組みも導入する、以上を実施事業とします。

情報の更新回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　鵠沼地区ポータルサイト運営事業は、地区内の全情報の玄関口となることを目指すもので
あり、1つの団体にとらわらず、各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。
この事業は、地域経営会議広報部会が主体となり、地域全体から情報を受け入れ、発信す
る仕組みを整えます。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「地域に住み、働き、学ぶ人たちが協働して地域活動を進めるまち」及び、「地域活動の充
実と人材の育成」の実現に寄与します。

事 業 内 容 　鵠沼市民センター・公民館が扱う紙媒体は膨大な種類、件数に及び、地区内の回覧、全
戸配付、センター内掲示等住民への周知方法は様々であり、よりわかりやすく整理、提供さ
れることが期待されます。①各地域団体の発行する定期刊行物を発行日を統一し、同時期
にすることを調査、研究します②市、県、国等からのチラシ、ポスター、回覧等の送付日を統
一してもらうことについて調査、研究します③情報を統合して編集し、情報統合紙として発行
することについて調査、研究する、以上を実施事業とします。また、鵠沼地域のホームペー
ジ（鵠沼ポータルサイト）情報として、インターネット上でも配信します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　「地域に住み、働き、学ぶ人たちが協働して地域活動を進めるまち」及び、「地域活動の充
実と人材の育成」の実現に寄与します。

　情報統合紙事業は、鵠沼市民センター・公民館が扱う全紙媒体情報を把握し、再編、発
行することを目指し、1つのの団体にとらわれず、各団体の集合体である地域経営会議が主
体となるものです。地域経営会議が主体となり、地域全体の情報を統合します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０日／月 ３年後目標値 ４日／月 ６年後目標値 ４日／月

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事業スケジュール

事 業 の 成 果 　「学校・家庭・地域が手をつなぎ、次世代を担う子どもたちを育むまち」及び、「オール鵠沼
で子どもを育てられる環境」の実現に寄与します。

　学習・生活塾事業は、地区内のすべての小学校高学年生が対象であり、地域経営会議の
メンバー等が参画し、組織、設置される運営団体が主体となるものです。この事業は、運営
団体が、ＮＰＯ、法人と連携し実施します。

第１期

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

第２期 第３期 第４期

まちづくり地域事業

事 業 内 容 　中学校での学力と学習意欲の向上、小学校高学年の基礎学力の定着と、シニアボラン
ティアスタッフとの世代間交流で生活や道徳面での学びを目的とし、鵠沼地区の教育支援
策として学習・生活塾事業を実施します。現時点での大まかな内容は、実施は土曜日の午
後、対象は小５・６、教科は国語・算数、生徒は鵠沼地区から募集、小グループ授業、講師
は、シニアボランティア等、運営団体（任意団体）を結成し、地域経営会議委員・協力員・公
募委員等で運営、以上を実施事業とするが、実施の詳細については、関係機関と十分協
議、検討して進めていきます。

体系コード

実績値

開催回数

　「学校・家庭・地域が手をつなぎ、次世代を担う子どもたちを育むまち」及び、「オール鵠沼
で子どもを育てる」の実現に寄与します。

事 業 名 学習・生活塾事業

藤沢市市民自治部鵠沼市民センター実 施 主 体

事 業 の 成 果

　保育園待機児対策事業は、地区内のすべての子どもが対象であり、役割は1つの団体に
とらわれず、各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地域
経営会議が主体となり、地域、行政の連携を図り実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

　長引く不況による経済的な理由と、親の子育てについての考え方の変化により、保育園へ
の入園希望者が増え、待機児が増加しています。近い将来の人口減少も考慮しつつ、鵠沼
地区の待機児対策として、①実態調査（地域内でのアンケート調査、関係者の意見交換会）
②市への調査報告、提言、③保育ママ制度の普及、推奨、以上を実施事業とします。

アンケート、意見交換会の実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

事 業 内 容

保育園待機児対策事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ４回 ６年後目標値 ４回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ４回 ６年後目標値 ４回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事業スケジュール

実績値
Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３

事 業 内 容

事 業 の 成 果

事業スケジュール

実績値

事 業 内 容

　地域で子どもを育てよう事業は、地区内のすべての子どもが対象であり、役割は1つの団
体にとらわれず、各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、
地域経営会議が主体となり、地域と連携し実施します。

第３期第２期
第１期

　「学校・家庭・地域が手をつなぎ、次世代を担う子どもたちを育むまち」及び、「オール鵠沼
で子どもを育てられる環境」の実現に寄与します。

　「学校・家庭・地域が手をつなぎ、次世代を担う子どもたちを育むまち」及び、「オール鵠沼
で子どもを育てられる環境」の実現に寄与します。

事 業 の 成 果

藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

地域で子どもを育てよう事業事 業 名

実 施 主 体

第３期第２期

アンケート、意見交換会等の実施回数

　子ども達が、キャッチボール等をする場所がありません。公園内では、人に迷惑がかから
ないようにということで、球技は事実上することができません。子どもの健全な成長のため、
鵠沼地区の子どもの遊び場確保対策として、①実態調査（地域内でのアンケート調査、関
係者への聞き取り調査）、②市への調査報告、提言、③公園利用のルール再検討をテーマ
にした意見交換会、④ルールづくり、⑤ルールの実施、以上を実施事業とします。

子　どもの遊び場対策事業は、地区内のすべての子どもが対象であり、役割は1つの団体に
とらわれず、各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地域
経営会議が主体となり、地域、行政の連携を図り実施します。

第１期
第４期

まちづくり地域事業体系コード

子どもの遊び場対策事業事 業 名

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

まちづくり地域事業体系コード

アンケート、意見交換会等の実施回数

　鵠沼地区では、子ども会の結成率が低いです。これまで子ども会は地域での子育てに大
きな役割を果たしてきたが、子ども会の果たしてきた役割を検証し、今後の地域社会の中で
の子育てを考えます。地域で子どもを育てよう事業として、①実態調査（地域内でのアン
ケート調査、関係者の意見交換会）、②市への調査報告、提言、③啓発学習会、以上を実
施事業とします。

Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３

第４期
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ４回 ６年後目標値 ８回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ４回 ６年後目標値 ８回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事 業 の 成 果 　「高齢者が生き生きとすごせるまち」及び、「高齢者を取り巻く環境の向上」の実現に寄与し
ます。

　高齢者生き生き推進事業は、地区内のすべての高齢者が対象であり、役割は1つの団体
にとらわれず、各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地
域経営会議が主体となり、地域団体とNPOが連携し実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　高齢者は外出し、触れあうことにより、精神と肉体の健康を維持することが期待されるが、
なかなか加齢により難しくなってきています。鵠沼地区の高齢者支援施策として、①実態調
査（地域内でのアンケート調査、関係者の意見交換会）、②ふれあいの場づくり、イベント、
お茶飲みグループをたくさん作ります。地区内の老人会等に声をかけ、最初は少ない人数
でのふれあいの場やグループを作り、時には、イベントを行います。以上を実施事業としま
す。

アンケート、意見交換会、ふれあいの集まり等の実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事 業 名 高齢者生き生き推進事業

事 業 の 成 果 　「学校・家庭・地域が手をつなぎ、次世代を担う子どもたちを育むまち」及び、「オール鵠沼
で子どもを育てられる環境」の実現に寄与します。

　子育て道しるべプラン事業は、地区内のすべての子育て世代が対象であり、1つの団体に
とらわれず、地域経営会議のメンバーが中心となり組織、設置される運営団体が主体となる
ものです。この事業は、運営団体を組織し、市民団体、ＮＰＯ、企業と連携し実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　現在子育て中の親世代の多くは、核家族化、地域交流の場の減少のために、家庭教育に
ついて学ぶ機会が少なくなってきています。鵠沼地区の子育て支援策として「親学・家庭教
育」について学び考える場を提供します。①親になりたい方や親になる方へ誕生学の勉強
会、講演②親となった方へ親学の勉強会、講演③鵠沼地区子育て応援情報冊子を作成
し、地域の子育て支援広場やサークルを紹介、以上を実施事業とします。参加費徴収、運
営団体の設置も検討しています。

勉強会、講演会等の実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名 子育て道しるべプラン事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ４回 ６年後目標値 ４回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 １８団体 ３年後目標値 ５４団体 ６年後目標値 ５４団体

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事 業 名 特養誘致促進研究事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　鵠沼地区には、現在、大規模特養が無く、そのため、誘致を新総合計画での全市域課題
として取り扱うよう市にお願いし、要望書も提出しました。鵠沼地区の特養誘致促進研究策と
して、①鵠沼に望まれる特養についての調査、情報収集、②市への提言、③特養誘致後も
地域と特養の連携を共に検討し意見交換をする、以上を実施事業とします。

調査・情報収集、提言、意見交換会等の実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　　この事業は、地区内のすべての高齢者が対象であり、役割は1つの団体にとらわれず、
各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地域経営会議が
主体となり、地域、行政、特養の連携を図り実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「高齢者が生き生きとすごせるまち」及び、「高齢者を取り巻く環境の向上」の実現に寄与し
ます。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事 業 名 災害時要援護者対策事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　鵠沼地区では、災害時要援護者対策として、地区自治会町内会連合会、社会福祉協議
会、二つの民生委員児童委員協議会が協力して、高齢者、身体障がい者、介護保険要介
護者等の災害弱者の支援対策を検討することにしました。鵠沼地区の災害時要援護者対
策事業として、要援護者名簿の活用方法の検討、並びに各自治会町内会への説明会の開
催を実施計画とします。

名簿提供自治会・町内会数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　災害時要援護者対策事業は、地区内のすべての災害時要援護者が対象であり、役割は1
つの団体にとらわれず、各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。この
事業は、地域経営会議が主体となり、各地域団体（自治連、社協、東南両民児協）等、行政
と連携し実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事 業 の 成 果 　「市民力、地域力で災害に強いまち」及び、「防災活動の充実」の実現に寄与します。
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ３７団体 ３年後目標値 ５７団体 ６年後目標値 ５７団体

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０人 ３年後目標値 ５０人 ６年後目標値 ５０人

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事 業 名 防犯活動推進事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　鵠沼地区では、地区防犯協会、各自治会町内会パトロール隊、青少年育成協力会、鵠沼
おやじパトロール隊、藤沢警察署、安全安心ステーション等が犯罪ゼロを目指し、パトロー
ルや見守り活動に励んでいます。これらの防犯活動を再検討し、より効果的な活動を目指し
ます。鵠沼地区の防犯活動推進事業として、①パトロール活動と犯罪発生の検証、②防犯
等情報の収集、発信の充実、③地区防犯協会を中心に意見交換会の開催、④パトロール
隊の結成促進、⑤各団体防犯パトロール活動の調整、ネットワーク化、以上を実施計画とし
ます。

防犯パトロール隊結成数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　防犯活動推進事業は、地区内のすべての防犯活動が対象であり、役割は1つの団体にと
らわれず、各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地域
経営会議が主体となり、地域団体（防犯協会等）、学校、行政と連携し実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「市民力、地域力で犯罪ｾﾞﾛのまち」及び、「防犯活動の充実」の達成に寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事 業 名 交通危険箇所マップ事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　鵠沼地区では、地区交通安全対策協議会、交通安全母の会、藤沢警察署、安全協会等
を中心に、交通事故のないまちづくりに努めています。交通事故ゼロを目指し、鵠沼地区の
対策として、交通危険箇所マップを作成します。作成には、地区交対協、各校外委員、等に
協力を求め、道路等のハード的な改善にも活かしていきます。

マップ作成の協力者数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　交通危険箇所マップ事業は、地区内のすべての交通安全活動、団体が対象であり、役割
は1つの団体にとらわれず、各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。こ
の事業は、地域経営会議が主体となり、地域団体（交対協等）、学校、行政と連携し実施し
ます。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「交通事故のない安全安心のまち」及び、「交通安全対策の充実」の達成に寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ４回 ６年後目標値 ４回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ２回 ６年後目標値 ２回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事 業 名 世代を超えたふれあい促進事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　高齢者、障がい者、若い人、健常者が地区内で日常的に触れあい交流することが、より良
い共生社会を実現するものと考えます。鵠沼地区では、従来より、くらし・まちづくり会議によ
る高齢者と子どもの折り紙作りイベント等を実施してきました。世代を超えたふれあい促進事
業として、①実態調査（地区内でのアンケート調査、関係者の意見交換会）、②視察研究、
③調査、視察の結果のアイデア集作成、④モデル町内会でふれあいイベントの実施、以上
を実施事業とします。高齢者生き生き推進事業、特養誘致促進研究事業、子育て関連の諸
事業との協働事業としても実施したいです。くらし・まちづくり会議からの継続課題事業で
す。

アンケート、意見交換会、ふれあいの集まり等の実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　世代を超えたふれあい促進事業は、地区内のすべての福祉・交流・教育活動、団体が対
象であり、役割は1つの団体にとらわれず、各団体の集合体である地域経営会議が主体とな
るものです。この事業は、地域経営会議が主体となり、地域団体（モデル町内会等）、行政と
連携し実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「地域住民の間で交流が盛んで、支え合うまち」及び、「地区内交流活動の充実」の達成
に寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事 業 名 住民協定促進事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　鵠沼松が岡の自治会の地域は、元々別荘地として開発されたエリアであったが、２０００年
以降の乱開発に危機感を抱いた住民が立ち上がり、古くからの街並みと松等の緑を守るた
めの取り組みを行っています。鵠沼地区の景観と緑の保全対策として、①住民協定の勉強
会、を実施事業とする。なお、①については、住民の意向を調査することも必要であり、賛同
する自治会町内会への働きかけがより有効となります。

勉強会の開催数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　住民協定促進事業は、地区内のすべての環境・町内会自治会活動、団体が対象であり、
役割は1つの団体にとらわれず、各団体の集合体である地域経営会議が主体となるもので
す。この事業は、地域経営会議が主体となり、地域団体（先進町内会等）、行政と連携し実
施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「景観が守られ、緑が保全されているまち」の実現に寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０箇所 ３年後目標値 １５箇所 ６年後目標値 １５箇所

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ４回 ６年後目標値 ４回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事 業 名 エコチャリタウン協力事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　鵠沼地区では、鵠沼の豊かな自然（海、川、緑）を守りたいという声が非常に多いです。市
地球温暖化対策地域協議会が取り組むエコチャリタウン（自転車活用による地域活性化）事
業は、Ｈ２１年度とＨ２２年度に地域実証実験（ Ｈ２２年度は１１月に、藤沢駅周辺、片瀬江ノ
島駅周辺、鵠沼海岸駅周辺の３箇所、自転車１５台で実施）、Ｈ２３年度に事業化され、環境
保全と商店街等の活性化を目指すが、鵠沼地区の協力策として、①駐輪場提供協力店のリ
ストアップとアプローチ、②立ち寄り店の推挙、③マップ作成への協力、④市内自転車店へ
の協力要請、以上を実施事業とします。

レンタサイクルポート数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　エコチャリタウン協力事業は、市民団体（市地球温暖化対策協議会）、企業（商店街等）、
行政と連携し実施するが、地域経営会議もコーディネーターの役割を担います。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「豊な自然（海、川、緑）の中で憩えるまち」の実現に寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事 業 名 駐輪場対策による本鵠沼駅周辺活性化研究事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　本鵠沼駅周辺は、駐輪場が不足しており、買い物客、通勤、通学者は駐輪できない状況
にあります。商店街等が自力での設置、運営は難しく、新総合計画での全市域課題として
取り扱うよう市にお願いしました。駐輪場の確保により商店街の活性化が促進すると考え、
鵠沼地区の駐輪場対策による本鵠沼駅周辺活性化研究策として、①アンケート等の調査、
情報収集②市、関係者との意見交換会、③地元と市との調整、コーディネート、以上を実施
事業とします。

調査・情報収集、意見交換会等の実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　この事業は、直接は本鵠沼駅商店街が対象ではあるが、周辺各方面に影響するので、各
団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地域経営会議が主
体となり、企業（本鵠沼商店街）、行政が連携し実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 地域まちづくり目標「魅力あふれる元気な商店街が多いまち」を達成するため、地域まちづ
くり活動「商店街活性化の推進」を設定しました。この地域まちづくり活動を実現するのに効
果があり、最終的に地域まちづくり目標を達成できる実施事業として、市が全市域課題とし
て扱うことに対応し地域課題としても取り上げ、本鵠沼駅周辺の駐輪場の確保による商店街

進 指 情 集 意 換会 市 デネ 内実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

- 28 -



事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ４回 ６年後目標値 ４回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 １２回 ６年後目標値 ２４回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事 業 名 観光拠点（海の駅等）開発研究事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　鵠沼海岸は海水浴客、サーファー、ビーチバレー等で賑わっているが、観光資源として十
分に活かされていません。観光振興を目指し、地産品の物販、食事、休憩施設がある観光
拠点を作り、鵠沼と藤沢を更に活性化させることが必要であり、新総合計画での全市域課題
として取り扱うよう市にお願いもし、また、海の駅「湘南くげぬま」設置の要望書も提出しまし
た。①海の駅等の設置に向けた観光拠点の調査、情報収集、研究、②市への提言、市との
意見交換、を鵠沼地区の観光推進策として実施します。

調査・情報収集、提言、意見交換会等の実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　この事業は、地区内のすべての観光資源が対象であり、役割は1つの団体にとらわれず、
各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地域経営会議が
主体となり、行政と連携し実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「地産品があふれる元気な観光のまち」の実現に寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事 業 名 観光ＰＲ活動事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　鵠沼地区は、鵠沼海岸をはじめとして、鵠沼皇大神宮、松並木、明治以降の文化人の旧
跡地、等を有し、江の島と並び藤沢の代表的な観光スポットだが、閑静な住宅地と併存して
いたせいか、今後積極的なＰＲの余地があると考えます。鵠沼地区の観光ＰＲ策として、①
鵠沼観光マップ、散策マップ等を市民センター等と協働で作成、駅等に無料配付、②観光
情報記者を募り、鵠沼地域のホームページ（鵠沼ポータルサイト）に観光情報を配信、以上
を実施事業とします。

マップ発行、記事配信の実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　観光ＰＲ活動事業は、地区内のすべての観光情報が対象であり、役割は1つの団体にとら
われず、各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地域経
営会議が主体となり、地域全体からの協力を募り実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「地産品があふれる元気な観光のまち」の実現に寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 １０回 ６年後目標値 １０回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 １８００人 ３年後目標値 ２０００人 ６年後目標値 ２２００人

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事 業 名 新地産品開発拡販事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　鵠沼地区では、かつては、桃やカボチャが盛んに栽培されていました。現在は、海産物、
海産加工品、鵠沼カボチャが有名であるが、新たな地産品の開発が必要です。観光ＰＲ活
動事業、観光拠点開発事業と連携し、鵠沼の新地産品開発拡販事業として、①既存の地
産品の再発見、②新たな地産品の開発（魚醤等）、③鵠（くぐい）市場等の場をアンテナショ
ツプ的に使い新地産品の試販、を実施します。

地産品の発見、開発、会合の件数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　地域経営会議がコーディネーターとして主体となり、地元企業、行政が新地産品の開発拡
販を目指して、協働、連携して実施します。1つの企業が開発した新地産品を他企業の賛同
を得て活用、応用、宣伝し、地域の特産物とすることも目指します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「地産品があふれる元気な観光のまち」の実現に寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事 業 名 鵠（くぐい）市場事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　鵠沼地区では、Ｈ２１年度から地産地消、資産の有効活用、まちおこしを目的に、市民セ
ンター主催（Ｈ２２年度から地域経営会議と共催）で「鵠（くぐい）市場」を開催しています。場
所は、八部公園、テント村設置、ステージは芝生広場です。地場野菜、海産物の物販、
サークル、団体のパフォーマンス、屋台の出店等で、多くの客がおとずれました。Ｈ２２年度
には、ミニフリマを実施したように、新たな要素を導入し、地元のイベントとして定着させま
す。以上を実施事業とします。

来客数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　地域全体の活性化が目的の1つであり、役割は1つの団体にとらわれず、各団体の集合体
である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地域経営会議が主体となり、地域
全体と行政が連携し実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「地産品があふれる元気な観光のまち」の実現に寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ４回 ６年後目標値 ４回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ４回 ６年後目標値 ４回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事 業 名 市民センター・公民館分館研究事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　鵠沼市民センター・公民館は、鵠沼北部の住民からは、離れて位置し、不便さが指摘され
ています。この様な状況の中、地域分権の推進と合わせ、北部分館の必要性が生じてきて
おり、分館建設を新総合計画での全市域課題として取り扱うよう市にお願いしました。鵠沼
地区の市民センター・公民館分館研究事業として、①鵠沼に望まれる分館についての調
査、情報収集、②市への提言、③分館についての啓発懇談会、以上を実施事業とします。

調査・情報収集、提言、懇談会等の実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　この事業は、鵠沼地区の北部が対象ではあるが、関与する役割は1つの団体にとらわれ
ず、各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地域経営会
議が主体となり、地域全体の意見を聞きながら行政と連携し実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「すべての人が安心して移動、利用できるまち」の実現に寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事 業 名 鵠沼海岸駅周辺混雑解消事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 小田急鵠沼海岸駅周辺は、朝の通勤、通学時、改札が南口しかなく、また駅前、駅周辺が
狭いために、大変混雑しており、危険な状況です。夕方も同様であり、一つの解決策とし
て、北口改札の設置を要望する声もあり、新総合計画での全市域課題として取り扱うよう市
にお願いをしました。鵠沼地区の鵠沼海岸駅周辺混雑解消研究策として、①アンケート等
の調査、情報収集、②市、関係者との意見交換会、③地元と市との調整、コーディネート、
以上を実施事業とします。

調査・情報収集、意見交換会等の実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　この事業は、直接は鵠沼海岸駅周辺が対象ではあるが、地域全体に影響するので、担う
役割としては各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地
域経営会議が主体となり、地域住民、学校、商店街の声を聞き、行政と連携し実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「すべての人が安心して移動、利用できるまち」の実現に寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ４回 ６年後目標値 ４回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ４回 ６年後目標値 ４回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事 業 名 江ノ電鵠沼駅バリアフリー化研究事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　江ノ電鵠沼駅は、高齢者、体の不自由な方も含め、バリアフリー化が望まれていることから
新総合計画での全市域課題として取り扱うよう市にお願いをしました。江ノ電鵠沼駅バリアフ
リー化研究策として、①アンケート等の調査、情報収集、②市、関係者との意見交換会、③
地元と市との調整、コーディネート、以上を実施事業とします。

調査・情報収集、意見交換会等の実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　この事業は、直接は鵠沼駅周辺が対象ではあるが、地域全体に影響するので、担う役割と
しては各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地域経営
会議が主体となり、地域住民、学校、商店街の声を聞き、行政と連携し実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「すべての人が安心して移動、利用できるまち」の実現に寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事 業 名 公園見直し事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　鵠沼地区の３２公園は、早期に整備されたこともあり設備等が古く、また小さな規模の公園
も多いので、より利用しやすい公園を目指して、再整備も含めた公園利用の見直しが必要と
考えます。鵠沼地区の公園の見直し施策として、①アンケート等の調査、情報収集、②市、
関係者との意見交換会、③地元と市との調整、コーディネート、④バリアフリー化改修工事
（出入り口、水飲み場等）、以上を実施事業とします。

調査・情報収集、意見交換会等の実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　公園は多目的に活用されているため、関与する役割は1つの団体にとらわれず、各団体の
集合体である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地域経営会議が主体とな
り、地域住民、学校、公園関係団体の声を聞き、行政と連携し実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「すべての人が安心して移動、利用できるまち」の実現に寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ４回 ６年後目標値 ４回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０団体、人 ３年後目標値 ５０人 ６年後目標値 １００人

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-33-2001

事 業 名 道路見直し事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　鵠沼地区の道路は、早期に計画されたが整備が進んでいません。都市計画道路につい
ては、市の都市マスタープランの進捗に合わせ地域として対応します。また、生活道路につ
いては、地域の様々な実態を市に伝え、改善に繋げていきます。鵠沼地区の道路の見直し
施策として、①アンケート等の調査、情報収集、②市、関係者との意見交換会、③地元と市
との調整、コーディネート、④通学路を中心に路面標示対策（３小学校区で毎年２箇所）、⑤
交通危険箇所マップ事業との連携も図る、以上を実施事業とします。

調査・情報収集、意見交換会等の実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　道路見直し事業は、道路状況の影響は多方面に渡るため、関与する役割は1つの団体に
とらわれず、各団体の集合体である地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地域
経営会議が主体となり、地域住民、学校、商店街の声を聞き、行政と連携し実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　「すべての人が安心して移動、利用できるまち」の実現に寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事 業 名 鵠沼ライフスタイル・鵠沼カルチャー発信事業

体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　鵠沼地区は、藤沢の中でもその独自の文化と歴史を持っています。この地域資産を鵠沼
地域のホームページ（鵠沼ポータルサイト）等を使い広く市内外に発信することにより、鵠沼
のみならず藤沢を盛り上げていきたいです。①地域サークル・地域団体の紹介と情報発信、
②地区内商店街等の紹介と情報発信、③鵠沼郷土資料展示室と協働し、鵠沼の歴史情報
を発信、④その他の鵠沼の日常の情報を紹介、以上を実施事業とします。

参加団体、サークル、個人記者数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　鵠沼ライフスタイル・鵠沼カルチャー発信事業は、地区内の文化、歴史、日常生活といっ
た全ての分野の情報発信を目指すものであり、1つの団体にとらわれず各団体の集合体で
ある地域経営会議が主体となるものです。この事業は、地域経営会議が主体となり、地域全
体の協力を得て、情報発信します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

実 施 主 体 藤沢市市民自治部鵠沼市民センター

事 業 の 成 果 　「鵠沼ライフスタイルと鵠沼カルチャーを発信するまち」の実現に寄与します。
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ３回 ６年後目標値 ３回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 １回 ６年後目標値 ２回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661

Ｈ２５

事 業 名

事 業 内 容

事業スケジュール

キャンペーンの年度あたり実施回数

第１期
第２期

体系コード

生活マナーアップ啓発事業

Ｈ２３ Ｈ２４

まちづくり地域事業

　この事業によって、「みんなが思いやりを持ち、お互いに尊重しあい安全・安心に暮らせる
まち」の実現に寄与します。

実績値

事 業 の 成 果

　実施内容によって地区の生活環境協議会、防犯協会、交通安全対策協議会と連携しな
がら取り組みを進めます。

　地域住民と来訪者（観光客）が自転車、ペット、ごみなどの生活マナーを守ることによって、
生活環境が向上するよう次の取り組みを実施します。
１　チラシ・パンフレットの作成・配付等による啓発活動
２  キャンペーンの実施
３　マナー啓発看板の設置検討・看板設置
４　学校でのマナーアップ講座の開催検討・調整・実施

事 業 名 小さな思いやり親切推進事業

第３期 第４期

実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター

まちづくり地域事業体系コード

事 業 内 容 　地区住民、来訪者がともに思いやりを持って過ごせる環境となることを目指し、次の取り組
みを実施します。
１　チラシ・パンフレットの作成・配付等による啓発活動検討・実施
２　学校での親切運動の教育検討・調整
３　あいさつ、声かけ運動の推進検討

Ｈ２４ Ｈ２５
実績値

　実施内容によって地区の生活環境協議会、防犯協会、交通安全対策協議会と連携しな
がら取り組みを進めます。

事業スケジュール

あいさつ・声かけ運動の年度あたり実施回数

Ｈ２３

第１期
第２期 第３期 第４期

実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター

事 業 の 成 果 　この事業によって、「みんなが思いやりを持ち、お互いに尊重しあい安全・安心に暮らせる
まち」の実現に寄与します。
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ３回１校 ６年後目標値 ３回２校

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 １回 ６年後目標値 ２回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

調整 実施 → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661

事 業 の 成 果

　青少年の健全育成については、従来から地区の青少年育成協力会が取り組んでおり、連
携した取り組みを進めます。また、特に「体験学習の実施」については辻堂青少年会館との
連携について可能かどうかも含めて検討します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

　この事業により、「子どもが活き活きと育つまち」の実現に寄与します。

事 業 内 容 　青少年の健全育成を目指し、次の取り組みを実施します。地区内の中学・高校の部活動と
子どもが交流するイベントの実施や、試合の応援等の交流を進めます。青少年の健全育成
を目的とした体験学習を実施します。

体験学習の年度あたり実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

事 業 の 成 果 　この事業により、「子どもが活き活きと育つまち」の実現に寄与します。

　青少年の健全育成については、従来から地区の青少年育成協力会が取り組んでおり、連
携した取り組みを進めます。また、実施内容によっては、その他の地域団体との連携も図り
ます。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

ボランティア育成講習会の年度あたり開催回数／校庭開放の学校数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

事 業 内 容 　子どもが安心して屋外で遊べるよう、地域で子どもを見守る環境づくりを目指し、次の取り
組みを実施します。放課後や休日の校庭の遊び場としての開放について、安全性にも配慮
した上での検討を行い、実施を目指します。実施の仕組みも検討します。子どもの見守りに
関する講演会を実施します。
講習会の開催などにより、ボランティアを育成します。

事 業 名 子ども見守り活動推進事業
体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター

実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター

事 業 名 青少年育成推進事業
体系コード まちづくり地域事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０箇所 ３年後目標値 ３箇所 ６年後目標値 ３箇所

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ６回 ６年後目標値 １０回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661

体系コード

実績値

事業スケジュール

事 業 の 成 果

体系コード

バリアフリー推進事業事 業 名

まちづくり地域事業

　辻堂地域経営会議では、福祉安全部会において平成２２年度に地区内公共施設の現状
把握等を行ってきました。その結果バリアフリー化が必要であることが明らかになった公共施
設について、平成２３年度からバリアフリー化を実施します。また、県道の問題箇所について
は、県への要望活動を行います。あわせて、心のバリアフリー（人々の意識にある『障がい』
や、『障がい者（高齢者・外国人）』に対する差別や偏見、理解の不足、誤解などに起因する
バリアをなくすこと）の推進に取り組みます。

事 業 内 容

バリアフリー化実施済み箇所数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　「地区内公共施設のバリアフリー化」は、地域経営会議で問題箇所の洗い出し等を行って
きたが、工事等改善の実施については行政の責任においておこなうインフラ整備です。ま
た、　「心のバリアフリーの推進」は、地区の社会福祉協議会との連携しながら、地域経営会
議が実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

　この事業により、「人・まちのバリアフリーと福祉が充実しているまち」の実現に寄与します。

事 業 名 健康推進事業

藤沢市市民自治部辻堂市民センター実 施 主 体

事 業 の 成 果

まちづくり地域事業

事 業 内 容 　地域ぐるみで健康づくりに取り組み、地域で健康な生活を続けていくことを目指し、次の取
り組みを実施します。身体を動かす講座、手軽に取り組めるスポーツの普及促進講座、健
康講座等を開催します。朝、公園で体操を行い、あわせて公園の清掃を実施します。その
際や学校等で行う辻堂体操を考案し、普及を図ります。

第２期 第３期 第４期

講座の年度あたり開催回数

　本事業については、地域経営会議が主体となって行うが、内容を踏まえ、地区の社会福
祉協議会や社会体育振興協会と連携しながら実施します。

第１期

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　この事業によって、「保険、医療、福祉が連携しあい、健康が維持されるまち」の実現に寄
与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０件 ３年後目標値 ２００件１箇所 ６年後目標値 ４００件３箇所

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 １１回 ３年後目標値 １２回 ６年後目標値 １２回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター

まちづくり地域事業体系コード

辻堂朝市の年度あたり開催回数

　地域の誇りとなり、地域への愛着を醸成するため、次の取り組みを実施します。認定及び
開発したものについては、情報発信に努める。辻堂地区のイメージキャラクターを定め、今
後の取り組みの中で使用していきます。平成２２年度から実施している辻堂朝市について、
引き続き実施していきます。

Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３

第４期

まちづくり地域事業体系コード

子育て支援推進事業事 業 名

子育てのホームページアクセス件数／交流の場の数

　地域で子育てを支える環境を作るため、次の取り組みを実施します。ホームページ、チラ
シ、庁舎の掲示板などを利用して、子育てに関する情報の提供に努めます。保育を用意し
たイベントや講座等を開催します。乳幼児の保護者が交流できるような場所を提供します。
また、ホームページ上にも交流できるコーナーを設置します。子育て施設の現状や保護者
の需要等を調査し、設置要望や誘致活動を行います。

事 業 内 容

Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３

第４期

　本事業については、地域経営会議が主体となって行うが、内容を踏まえ、地区の青少年
育成協力会と連携しながら実施します。

第３期第２期
第１期

　この事業によって、「安心して子育てができるまち」の実現に寄与します。事 業 の 成 果

藤沢市市民自治部辻堂市民センター

湘南辻堂地域ブランド情報発信事業事 業 名

　地域の「売り」となる地域ブランド、一定の基準に沿って認定していくとともに、地域グルメ
開発を担います。

第３期第２期
第１期

　この事業により、「地域ブランド情報を発信するまち」の実現に寄与します。事 業 の 成 果

事業スケジュール

実績値

事 業 内 容

実 施 主 体

実績値

事業スケジュール
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０件 ３年後目標値 ２００件 ６年後目標値 ４００件

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 １回 ６年後目標値 １回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名 みどり保全事業

事 業 内 容 　地区内、特に住宅地に残るみどりを保全するため、次の取り組みを実施します。地域の良
好な景観の写真等の展示や、ホームページでの情報提供により、情報発信に努めます。苗
木の配布、みどり保全講習会の実施、樹木相談の実施、ボランティアバンクの設置、基金等
の創設など、地区独自のみどり保全制度について、地域の要望を踏まえながら検討を行い
ます。統一の取れたみどり景観の実現を目指し、庭への植樹や樹木の手入れなどの際に参
考になる基準を作成します。

ホームページのみどりに関するページのアクセス件数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　地域で担うべき団体が存在しないため市が実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　この事業により、「みどりあふれる自然環境を保全するまち」の実現に寄与します。

実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター

事 業 名 環境美化キャンペーン運動
体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　地区内の環境美化を進めるため、行政による公共施設の維持管理のみならず、住民によ
る自主的な環境美化活動を促す取り組みを行います。現在実施されている、地区生活環境
協議会のキャンペーン活動の実施状況も踏まえて、効果的なキャンペーンの実施方法を検
討し、実施します。辻堂地区の顔となる辻堂駅の駅前について、辻堂駅の再整備を踏まえ
た美化活動を検討します。また、辻堂駅南海岸線について、現状で年１回行っている除草
作業を拡充させて年２回とするとともに、街路樹枡の花壇への切換や、花壇コンテスト、ポ
ケットパーク等でのイベント等、全体的な美化計画を検討し、それに沿った事業を実施しま
す。

事業計画期間内におけるコンテストの実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　従来から地区の生活環境協議会が取り組んできました。地区には美化ネットふじさわに登
録している団体が少ないためその増加も目指します。また、公園については、公園愛護会
が美化に取り組んでおり、これらの団体と連携した取り組みを進めます。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター

事 業 の 成 果 　この事業により、「美しい自然とまちなみを守り、育てるまち」の実現に寄与します。

- 40 -



事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ０回 ６年後目標値 １回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

検討 → 実施 → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ０回 ６年後目標値 １回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

検討 実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター

事 業 の 成 果 　この事業により、「エコ活動に積極的に取り組むまち」の実現に寄与します。

　地域で担うべき団体が存在しないため市が実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　「地域まちづくり計画」策定にあたっての「現状値調査」の結果によると、地区住民のうち
「ごみの分別や節電など、環境を意識した行動をしている人の割合」は９４％であり、日常生
活上、環境に配慮する意識が非常に高いことが窺えます。このような意識がより効果的なも
のとなるよう、正しい知識の普及啓発に取り組みます。また、あわせて環境に配慮した設備
の普及促進に取り組みます。

事業計画期間内におけるコンテストの実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター

事 業 名 エコ活動推進事業

事 業 の 成 果 　この事業により、「美しい自然とまちなみを守り、育てるまち」の実現に寄与します。

　地域で担うべき団体が存在しないため市が実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事業計画期間内におけるコンテストの実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

事 業 内 容 　風致地区として規制されている場所をはじめとして、地区内に広がる良好な住環境の維
持・向上を促すため、次の取り組みを実施します。苗木の配布、みどり保全講習会の実施、
樹木相談の実施、ボランティアバンクの設置、基金等の創設など、地区独自のみどり保全制
度について、地域の要望を踏まえながら検討を行います。（「みどり保全事業」と一体として
実施）宅地の景観が良好なものになるよう、私有地での住民の自発的な取り組みを促すた
め、ガーデニングコンテストを実施します。

事 業 名 風致地区住環境保全事業
体系コード まちづくり地域事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ２回 ６年後目標値 ４回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

検討 実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０アクセス ３年後目標値 １００アクセス ６年後目標値 ３００アクセス

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

検討 実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター

事 業 の 成 果 　この事業により、「暮らしやすさを支える商店のあるまち」の実現に寄与します。

　ホームページについては地域経営会議で検討を行っているが、商店街を活性化させるた
めの、提供する情報の内容や情報の出し方については、商店会連合会と連携して検討を進
めます。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　商店街の活性化を図るため、ホームページを中心とした情報提供を行います。

ホームページの商店会に関するページへのアクセス数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター

事 業 名 商店街情報発信事業

事 業 の 成 果 　この事業により、「暮らしやすさを支える商店のあるまち」の実現に寄与します。

　商店街の活性化イベントについては地域経営会議で検討を進めてきたが、本事業の実施
にあたっては商店会連合会と連携して検討・実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

商店街活性化イベントの年度あたり実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

事 業 内 容 　商店街を活性化するため、辻堂商店会連合会などと協働し、商店街を利用するきっかけと
なるようなイベントを開催します。

事 業 名 商店街活性化イベント事業
体系コード まちづくり地域事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０ｍ ３年後目標値 ７００ｍ ６年後目標値 １５００ｍ

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター

事 業 の 成 果 　この事業により、「人・自転車に優しい道路のあるまち」の実現に寄与します。

　インフラ整備については行政の責任において行うものであるため、その一つである本活動
については、市の管轄する部分については市の責任において実施するとともに、県の管轄
する部分については要望活動を行います。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　既存道路の舗装の打ち換え等の道路改修舗装については、現在経常経費として予算計
上されているが、それだけでは改修が追いつかず、舗装の傷みによる凹凸や段差等が手付
かずとなっている路線があり、改修の遅れから表層のみでなく路盤層や路体層にまで傷み
が到り、改修のための費用が余計にかかることが懸念されます。また、「地域まちづくり計画」
策定にあたっての「現状値調査」の結果によると、辻堂地区の住民のうち「道路が誰にでも
利用しやすい」と感じている人の割合は２２％であり、地区住民はあまり満足していないこと
がうかがえます。これらのことから、道路改修舗装について「地域まちづくり事業」として位置
づけ、改善を図ります。

舗装打換工事実施総延長

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター

事 業 名 道路問題箇所改善事業

事 業 の 成 果 　この事業により、「公共施設とサービスが充実しているまち」の実現に寄与します。

　市民センター・公民館については、老朽化や機能的な問題があります。建替などの具体的
な事業計画はないが、それが明らかになった時点で、利用者など地区住民の意見を反映さ
せた施設とすることを目指し、地域経営会議を中心に提言のための検討を行います。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　地区における行政サービス提供の拠点となる辻堂市民センター・公民館については、老
朽化、駐車スペースが少ないこと、バリアフリーが充分でないこと、センター業務の増加によ
るスペースの不足など、その機能に様々な課題を抱えています。それ以外の公共施設につ
いても、老朽化やバリアフリー等の課題があるため、市民センターの建て替えの時期に合わ
せて複合施設としての整備も視野に入れた再編プランを策定し提言を行います。

地域拠点施設再編プラン提言数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名 地域拠点施設再編プラン提言事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０箇所 ３年後目標値 ４箇所 ６年後目標値 １０箇所

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ５回 ６年後目標値 ５回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-34-8661実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター

事 業 の 成 果 　この事業により、「伝統文化を保存・継承するまち」の実現に寄与します。

　伝統文化の情報発信については、現在地域経営会議で検討中の辻堂地区のポータルサ
イトの中での実施を検討します。辻堂ふるさとマップについては、現在地域経営会議の部会
で検討を進めており、掲載内容の目処が立った時点で名所旧跡説明板の検討を行いま
す。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　ホームページ等での情報発信を行います。地区に伝わる伝統文化の伝承をねらいとした
講座を開催すします。辻堂地区のイラストマップを作成します。地区内の名所旧跡には、説
明板のない箇所やあっても老朽化している箇所があるため、必要な箇所を洗い出した上で
新設・更新します。

伝統文化伝承講座の開催数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市市民自治部辻堂市民センター

事 業 名 伝統文化継承事業

事 業 の 成 果 　この事業により、「人・自転車に優しい道路のあるまち」の実現に寄与します。

　地域経営会議の部会において検討を進めてきたものであるため、地域経営会議を中心と
して実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　地区の歴史的財産である名所旧跡や辻堂海岸遊歩道、引地川緑道等を自転車や徒歩で
巡ることができる「辻堂グリーン回廊」を設定し、情報発信に努めます。現在活用できる地域
資源のレンタルバイクの利活用も併せて検討を進めます。

案内板の設置箇所数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名 辻堂グリーン回廊事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 １回 ６年後目標値 ４回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

調査・研究 実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ２回 ６年後目標値 ３回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634

実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 の 成 果 　市民や地域活動団体等が主体となって事業活動を進めることにより、地域活動への参加、
協力意識の向上が図れます。

　市民や自治会・町内会などの地域団体等が連携を図り、事業を推進します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　安全・安心、快適な住みよいまちを創造するためには、村岡にかかわる地域住民や企業
などが共に住みよい地域社会を作っていくという自覚を持つことが大切です。そのことによっ
て自分の住むまちに誇りと郷土愛が生まれてきます。助け合いの心と協力意識を持ち、マ
ナーやモラルの低下による迷惑行為を許さないという認識のもと、住民一人ひとりが迷惑行
為について自覚し、責任ある行動をとることにより、迷惑行為のない快適で良好な生活環境
の実現を目指します。
　自治会・町内会への加入促進を図り、地域活動への参加、協力意識の向上から、地域の
連帯と助け合いの精神を醸成する。そのためのリーフレット等を自治・町内会の自助によっ
て作成・配布する。（自助、公助事業）
参加団体のPR活動数

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５
実績値

事 業 名 自治町内会加入促進事業
まちづくり地域事業体系コード

　市民や地域活動団体等が主体となって事業活動を進めることにより、マナー向上の促進
が図れます。

実績値

事 業 の 成 果

マナーアップ啓発事業

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

まちづくり地域事業

事 業 名

事 業 内 容

事業スケジュール

参加団体のPR活動数

第１期
第２期 第３期 第４期

　市民や自治町内会、生活環境等の地域団体等が連携を図り、事業を推進します。

体系コード

　マナーやモラルの低下による迷惑行為を許さないという認識のもと、住民一人ひとりが迷
惑行為について自覚し、責任ある行動をとることにより、迷惑行為のない快適で良好な生活
環境の実現を目指します。
　自転車の乗り方、煙草のポイ捨て、ペットの飼い方等、地域生活を営む上でのマナー向上
にむけた事業を実施します。
独自予算により、周知活動のためのチラシ、リーフレットの作成、配布を行います。
（自助、共助による事業の推進）
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 １回 ６年後目標値 ２回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０箇所 ３年後目標値 １箇所 ６年後目標値 ２箇所

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 名 健全育成のための公園環境整備事業
体系コード まちづくり地域事業

この事業による公園整備数

実績値

事 業 名 村岡あいさつ運動
体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　学校・家庭・地域が一体となり、次世代をになう子どもが健やかに成長できるよう安全で安
心できる環境をづくりを進めるため日頃から地区内各小学校校門の前で、登校する児童に
声かけをする「おはようボランティア」活動が活発に行われています。
この活動を継続、充実させるとともに、一部で行われている下校時の見守り活動を広め、さら
に村岡あいさつ運動が村岡地域全体に広まり、青少年の健全な育成を支援する環境づくり
を進めます。
　ボランティアの方々自身が、日頃の活動を見つめ直すとともに、地域の中での連携を強め
るための事業を実施します。ワークショップ形式を取り入れた講演会等を開催します。

ボランティア連携事業の回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　市民、市民団体、地域団体、子育て機関等が連携します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　地域力で、子どもを見守り、育むまちを実現するため、ボランティア方々の活動の充実、連
携を図ります。

事 業 内 容 　学校・家庭・地域が一体となり、次世代をになう子どもが健やかに成長できるよう安全で安
心できる環境をづくりを進めます。地域の子どもたちがのびのびと育ち、健全育成のため
の、身近な公園の「公園環境整備事業」を実施します。
　地域の意見を聞きながら、仕様等を作成していきます。
　「公園デビュー整備事業」…遊具や砂場の整備等
　「公園のびのび改修事業」…子どもたちがのびのびと遊べる環境整備等

実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　この事業によって、「地域力で、子どもを見守り、育むまち」の実現に寄与します。

　地域の担い手は、地域団体等や地域住民などで、この方々とともに事業を推進し、青少年
の健全な育成を支援を図ります。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 0 ３年後目標値 100% ６年後目標値 100%

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

調査・研究 → 実施 → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０箇所 ３年後目標値 ３箇所 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事業スケジュール

事 業 の 成 果 　この事業の推進により防犯対策の強化・充実が図れます。

　市民団体、地域団体等と調整し、 良な方法により行政が事業を推進していきます。

第１期

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

第２期 第３期 第４期

まちづくり地域事業

事 業 内 容 “地域の安全は地域住民が守る”を合い言葉に、こうした地域の強みをさらに伸ばすべく、行
政、地域住民が一体となった「地域力」「行政力」を発揮し、地域に生活するすべての人が
安全・安心に暮らせるまちづくりを進めます。
　このまちづくりを進めるため、夜間防犯パトロール実施時などに、「公園が暗い」との報告が
あります。この改善要望の地域の声に応えるため、試行的に公園照明灯を環境に配慮した
仕様（ｿｰﾗｰｼｽﾃﾑLED照明灯）で、３年ごとのローリングを踏まえH26年度以降の計画は３公
園の実績を踏まえ検討します。

体系コード

実績値

LED設置公園数

　この事業によって、「福祉が地域で支えられ、安心して暮らせるまち」の実現に寄与しま
す。

事 業 名 公園防犯対策ＬＥＤ設置事業

藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館実 施 主 体

事 業 の 成 果

　地域の担い手は、地域団体等や地域住民などで、この方々とともに事業を推進します。
　このことにより子どもから高齢者まで世代を超えた福祉環境の充実を図るため、健康が第
一であり、健康づくりのためのプランを策定します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

　子どもから高齢者まで地域の誰もが心豊かに安心して生活できるまちづくりを目指します。
また保健医療・健康・スポーツなどの充実を図り、地域の「元気づくり」を推進します。地域で
様々な団体が独自に行っている健康づくり活動を紹介し支援します。
　「私たちの藤沢　健康都市宣言」を推進するため、３年後（２５年）の見直しの時期に、地域
に根ざした「村岡版　健康元気プラン」を調査・研究し、策定を進めるとともに、健康づくり事
業を実施していきます。

プランの策定

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

事 業 内 容

健康づくり推進事業
体系コード まちづくり地域事業

事 業 名
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 １校 ３年後目標値 ２校 ６年後目標値 ４校

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０箇所 ３年後目標値 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

（市域全体） 調整 実施 → →

（連絡先） 0466-23-0634

事業スケジュール

実績値
Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３

事 業 内 容

事 業 の 成 果

事業スケジュール

実績値

事 業 内 容

　市民、市民団体、地域団体、医療機関等が連携し活動が進められており、今後もこれらの
方々の連携により推進していきます。

第３期第２期
第１期

　この事業によって、地域住民同士が考え、行動することにより、災害に強いまちづくりが図
れます。

　この活動により地域で、登下校時の見守りを行うことにより、防犯意識が高まり、防犯対策
の強化充実が図れます。

事 業 の 成 果

藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

地域防災ネットワークづくり事業事 業 名

実 施 主 体

第３期第２期

下校時見守り対象小学校数

“地域の安全は地域住民が守る”を合い言葉に、こうした地域の強みをさらに伸ばすべく、行
政、地域住民が一体となった「地域力」「行政力」を発揮し、地域に生活するすべての人が
安全・安心に暮らせるまちづくりを進めます。
　この活動を継続、充実させるとともに、一部の小学校で行われている児童の下校時におけ
る見守り活動を、家庭や自治町内会、ボランティアなどの協力によって地域内の全小学校に
拡大するとともに、防犯パトロール隊や安全・安心ステーション、一日移動交番などを充実・
有効活用し村岡の地域力を発揮し、地域の安全を守ります。

　市民、市民団体、地域団体、子育て機関等の地域が連携し活動が進められており、今後
もこれらの方々の連携により推進していきます。

第１期
第４期

まちづくり地域事業体系コード

防犯パトロール体制充実事業事 業 名

実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

まちづくり地域事業体系コード

ネットワーク事業設置数

　村岡地区の防災訓練は近隣自治会・町内会の連携によって５カ所の避難施設が同時に
実施するという市内で唯一の形態です。また、各自治会・町内会でも要援護者対策や自主
防災訓練への取り組みが始まっています。いつやってくるか分からない災害に備え、行政主
導の防災対策にとどまらず、地域住民や民間事業者の自助・共助による「地域力」を発揮
し、自然災害に対し地域で備えることにより、地域防災力を高めみんなで減災に取り組みま
す。
　今後はさらに防災に強い地域をめざし、地域防災の担い手同士が顔の見える、担い手が
密接な関係を構築することを目的に、「地域防災ネットワークづくり」を進めます。

Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３

第４期
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 0 ３年後目標値 15% ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 １回 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（市域全体）

検討 調査委託 実施

（地域）

（連絡先） 0466-23-0634実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 の 成 果 　この活動により、地域で子育て世代に優しい環境の充実を図ります。

　市民や地域団体等が中心となり事業を推進し、子育て家庭を支援する環境づくりのため、
地域主体で事業を推進します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　核家族化が進み、また地域のつながりの希薄化が言われている今日、「地域再生」のため
地域での子育て環境の充実が必要となってきています。子育て中の親子が気軽につどえる
「活動空間」、相互交流や子育ての不安や悩みを相談できる「場」づくりなど、「地域力」を発
揮し、地域全体で子育て家庭を支援する環境づくりを推進します。現在も地域において、
様々なサークルや団体が子育て支援活動をしています。今後子育て世代のニーズを的確
に捉え、地域力を発揮した子育て支援活動充実、発展させる必要があります。子育て支援
環境づくり調査を委託事業として実施します。

子育て支援環境づくり調査活動

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 名 子育て支援環境づくり調査

事 業 の 成 果 　この事業によって、地域住民同士が考え、行動することにより、災害に強いまちづくりが図
れます。

　現在、市民、市民団体、地域団体が連携し活動が進められており、今後もこれらの方々の
連携により推進する事業のためです。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　村岡地区内の自治町内会の自主防災組織の組織率も高く、自主防災訓練の取り組みが
始まっています。安心できる防災体制の強化を図るため、年次計画をたて、防災資機材の
強化を図ります。まず、３ヶ年で通信手段の確保のため配備をしまう。２４年度、２５年度で、
今後、さらに防災時生活用水の確保など有効な手段を講じるため地域と協議し、計画と予
算化を図ります。
　村岡小学校、高谷小学校、新林小学校、藤ヶ岡中学校、村岡中学校の避難施設に立ち
上げた、「避難施設運営委員会」と自治町内会・自主防災会との連絡、及び地区防災拠点
本部との、連絡通信手段としての資機材（トランシーバー等）を計画的に配備します。

資機材の充足数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名 防災力強化事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 １回 ６年後目標値 １回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（市域全体）

調査・研究 提言 実施

（地域）

（連絡先） 0466-23-0634

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ６回 ６年後目標値 １０回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634

事 業 名 村岡子育て支援館開設検討事業
体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　核家族化が進み、また地域のつながりの希薄化が言われている今日、「地域再生」のため
地域での子育て環境の充実が必要となってきています。子育て中の親子が気軽につどえる
「活動空間」、相互交流や子育ての不安や悩みを相談できる「場」づくりなど、「地域力」を発
揮し、地域全体で子育て家庭を支援する環境づくりを推進します。
　仮称「村岡子育て支援館」を、地域まちづくり計画にある、他の施設計画等と連携、調整を
図りながら、実現に向けて計画を推進します。　２５年度に提言、２６年度、２７年度実現に向
けて行動します。

提言回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　市民や地域団体等が中心となり事業を行い、子育て家庭を支援する環境づくりのため、地
域主体で事業を推進します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 の 成 果 　この活動により、地域で子育て家庭が安心して生活できる環境の充実を図ります。

実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 名 歩道等バリアフリー化対策事業
体系コード まちづくり地域事業

事 業 内 容 　子ども､障がいのある人、外国人、高齢者、小さな子供をかかえた母親（父親）などすべて
の人が安全に安心して歩くことができるようまちづくりをすすめる一環として、本予算と併せ
て地域移譲予算の一部を投入し歩道のバリアフリー化を推進します。（現在ある歩道のバリ
アフリー化計画書を策定し、これに基づくバリアフリー事業を推進）

改修施工箇所数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

　　地域の担い手は、地域団体等や地域住民などで、市民、地域団体等の参加による現地
調査等を行い、必要箇所を行政が改修していきます。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 の 成 果 　この事業により、社会的弱者を地域全体で支える仕組みづくりを進めることができます。
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０団体 ３年後目標値 ５団体 ６年後目標値 １０団体

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

検討 → 検討・実施 → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０人 ３年後目標値 １０人 ６年後目標値 ２０人

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 の 成 果 　この事業を実施することにより、社会的経験、技術などの持っている人の力を地域の力に
変換し、地域活動の継承と促進が図れます。

　　地域の担い手は、地域団体等や地域住民などで市民、市民団体、地域団体等が中心と
なり事業を実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　地域のコミュニティを持続していくためには地域を担う人材が大切にされていなければなりません。
「まちづくりはひとづくり」と言われるようにまちづくりを支える根幹は「ひと」です。地域には昔から伝承さ
れ、継承しなければならない伝統芸能や、工芸技術、職業技術などがあります。
　団塊世代の定年退職が始まり地域社会に帰ってきます。知識、経験、ネットワークを持った世代は地
域づくりの大きな力となるはずです。「若い力」と「鍛え上げた力」が世代を超えて地域づくりのプロ
デューサーとして活躍できる場づくりも大切です。「地域の担い手登録事業」として、技術、経験、等を
登録してもらい、地域力として、地域に還元してもらう事業を実施します。登録者スキルアップと交流を
目的とした事業も実施します。

登録者数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 名 地域の担い手登録事業

事 業 の 成 果 　この事業により、みんなで支えあう仕組みづくりを進めることができます。

　　地域の担い手は、地域団体等や地域住民などで、市　民、市民団体、地域団体、企業
などが、地域の一員として主体的に実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

参加団体数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

事 業 内 容 　子ども､障がいのある人、外国人、高齢者、小さな子供をかかえた母親（父親）などに配慮
した地域づくりが必要です。地域共生社会をめざし、地域の企業、店舗、公共施設等が、取
り組めることから、事業を実施し、心のバリアフリー化を進めます。（自助、共助による事業の
推進）

事 業 名 地域共生社会推進事業
体系コード まちづくり地域事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ３回 ６年後目標値 ６回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ６回 ６年後目標値 １２回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 の 成 果 　この事業を推進することによって、緑や花を育てることにより、暮らしやすい環境づくりを図
ります。

　　地域の担い手は、地域団体等や地域住民などで市民、市民団体、地域団体等が中心と
なり事業を実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　緑豊かな環境づくりのためには、公園や道路、公共施設の緑の整備、そして住宅地内や
工場・企業用地などの緑化推進に向け地域一丸となって取り組むことが大切です。地域住
民の身近な緑への愛着と環境に対する意識の高揚を図り、緑のまちづくりを進めるための事
業を実施します。

実践活動数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 名 地域みどりや花いっぱいまちづくり推進事業

事 業 の 成 果 　この事業により、地域づくりの未来の担い手を育成する仕組みづくりが図れます。

　　地域の担い手は、地域団体等や地域住民などで市民、市民団体、地域団体等が中心と
なり事業を実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　地域には昔から伝承され、継承しなければならない伝統芸能や、工芸技術、職業技術な
どがあります。村岡においても「祭り囃子」など伝統文化が継承されています。次代を担う青
少年をそれぞれの分野で育成していくためには、地域のあたたかい人間関係の中で支援体
制を構築し、地域社会への関心と郷土愛を高め、やがて地域づくりの核となる人材育成に
繋げていくことが大切です。
　「地域未来づくり事業」として、現在まで引き継がれてきた伝承事業などを中心として、次代
を担う小・中学生、高校生を対象に、講習会、講演会等を実施します。

事業実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名 地域未来づくり事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ２回 ３年後目標値 ９回 ６年後目標値 １８回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 １回 ６年後目標値 ３回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

検討 検討・実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 の 成 果 　この事業により、地域住民が互いにふれあうとともに、地域企業との交流が図れます。

　市民、地域団体と、企業、商店などが地域の一員として交流し、　地区内にある企業・商店
と地域住民等が連携して事業を実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　子どもからお年寄りまであらゆる世代にわたって、また地域住民から民間まであらゆる層
が、個性豊かな活力あるまちづくりにかかわることは、地域を元気にする力になります。地域
全体が活力に溢れ、のびのび・いきいきとしたまちを創造するため地域団体の積極的な関
わり合いと企業の地域貢献、地域社会活動を促していくことも必要です。
地域団体、企業・商店会が地域の一員として、交流する事業を進めます。

事業実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 名 地域企業・商店会との交流促進事業

事 業 の 成 果 　この事業にうより、環境にやさしいまちの実現に寄与します。

　　地域の担い手は、地域団体等や地域住民などで、市民、市民団体、地域団体等が中心
となり事業を実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　美化活動を推進し、美しく住みよい地域を築き、環境保全に対する意識の向上を図るた
め、各種事業を実施します。
　村岡地区一日清掃デーの実施により、落葉樹に対応し、きれいな地域で年末・年始を迎
えられるようにします。また、村岡隧道歩道部分の環境美化向上（防犯対策も含め明るいト
ンネル内にする）に向けた取り組みを行います。

事業実施活動数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名 村岡クリーンアップ大作戦事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ６年後目標値

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 １回 ６年後目標値 ２回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

調査研究 実施 協議 →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 の 成 果 　この事業により多世代交流、利用できるコミュニティーの活動拠点に住民の意見が反映で
き、充実した環境づくりが図れます。

　地域住民が主体となり担い、地域中心の事業として実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　現在、県・鎌倉市との広域連携により村岡新駅を中心としたまちづくり計画が進められています。一
方、地域からは多世代が交流できる拠点の整備要望や交通ネットワークの整備など多岐にわたって
様々なサービスが求められています。
　村岡市民が切望している、村岡地区になかった高齢者、子育て支援に対応した福祉施設の新設、
地域住民の活動拠点施設、学習文化活動及び防災拠点施設、多種多様化している行政サービスを
身近な場所での提供できる施設を建設する必要があります。
　現在地域の拠点施設として機能している村岡公民館は建築後４４年以上が経過して著しく老朽化し
ており、一刻も早く建て替えする必要があります。
　村岡地区の地域まちづくり計画として位置づけ、研究・検討をするとともに、市関係各課と連携し、事
業を進めます。
提言回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 名 地域コミュニティー施設建設案検討事業

事 業 の 成 果 　この事業により地域住民が互いにふれあうとともに、地域企業との交流が活発になります。

　　地域住民が主体となり担い、地域中心の事業として実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　子どもからお年寄りまであらゆる世代にわたって、また地域住民から民間まであらゆる層
が、個性豊かな活力あるまちづくりにかかわることは、地域を元気にする力になります。地域
全体が活力に溢れ、のびのび・いきいきとしたまちを創造するため、平成２３年は村岡地区
が藤沢市に合併して７０周年になります。この機会を捉え、村岡地区の歩んできた歴史を見
つめるとともに、これからの「ふれ愛　ささえ愛　絆ではぐくむ　“輝ら里”　むらおか」のまちづ
くりにに向けて、「地域力」、「企業力」を全開し、協働した地域活動が活動が行われるよう、
記念事業を実施します。
　地域で組織される実行委員会への委託事業を予定しています。

実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名 藤沢市合併７０周年記念事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 ３回 ６年後目標値 ６回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

講座開催 実施 → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０回 ３年後目標値 １回 ６年後目標値 ２回

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（市域全体）

実施 → →

（地域）

（連絡先） 0466-23-0634実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 の 成 果 　この事業によりコミュニティーバス（ミニバス）への意見集約を図り、交通ネットワークの充実
が図れます。

　地域住民が主体となり担い、地域中心の事業として実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　現在藤沢駅から、藤が岡、渡内に循環で地域コミュニティーバスが運行され、また鎌倉市
域から宮前を経由して藤沢駅へ、地域コミュニティバス（ミニバス）が運行され、藤沢駅とをつ
なぐ便利な足となっています。ミニバスや交通ネットワークの整備など多岐にわたって様々な
サービスが求められています。
　今後は、地域コミュニティー施設や、新たに計画されている地域拠点施設等を結ぶ公共交
通や交通システム、交通ネットワークの整備など多様なサービスの充実を図る必要がありま
す。
　地域まちづくり計画として位置づけるとともに、市関係各課と連携し、事業を進めます。

提言回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 名 公共交通ネットワーク調査事業

事 業 の 成 果 　この事業の実施により、地域内の公共施設が活発に利用され、目的が達成できます。

　地域住民が主体となり担い、地域中心の事業として実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　地域から、多世代が交流できる拠点の整備要望や交通ネットワークの整備など多岐にわ
たって様々なサービスが求められているなか、今後は「新しい公共」づくりを進め、地域資源
を有効利用した民間施設とコミュニティー施設の連携や、新たな地域拠点施設の整備など
多様なサービスの充実を図る必要があります。また既存の地域内の公共施設も活発に活用
することも必要とされています。
　そこで、地域市民の家等活用した、子育て世代や高齢者を対象とした事業を実施し、公共
施設等の活用できるようきっかけ作りを事業展開します。

事業の実施回数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名 公共施設の有効活用事業
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事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０本 ３年後目標値 ３０本 ６年後目標値 ６０本

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（市域全体）

設置 → → → → →

（地域）

（連絡先） 0466-23-0634

事業区分

地域分権区分

活動指標

目標値 現状値 ０箇所 ３年後目標値 ３箇所 ６年後目標値 ６箇所

役割期待

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

（地域）

実施 → → → → →

（市域全体）

（連絡先） 0466-23-0634実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 の 成 果 　この事業により、誰もが安全・安心に目的地へ行けるように配慮されたまちづくりが達成で
きます。

　地域住民が主体となり担い、地域中心の事業として実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　住む人、働く人、訪れる人、誰もがが安心して快適に過ごせ、行ってみたい、行って良かっ
た、またこれからも住み続けたいと思えるようなまちづくりのため、交通安全設備や道路環境
の整備を行います。
　歩道のない道路における歩行者等の安全確保のための整備を年次計画的に行います。

改修箇所数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

実 施 主 体 藤沢市教育委員会生涯学習部村岡公民館

事 業 名 歩行者通行環境整備事業

事 業 の 成 果 　この事業により、地域に残された歴史・自然資源の保存・継承・活用の推進が図れます。

　地域住民が主体となり担い、地域中心の事業として実施します。

事業スケジュール 第１期
第２期 第３期 第４期

事 業 内 容 　村岡地区には周辺地名の由来となった弥勒寺をはじめ、由緒ある神社・仏閣があり、郷土
芸能などの文化も受け継がれています。くらし・まちづくり会議が作成した「むらおか歴史の
道（名所・史跡ガイド）」は地域を巡るウオーキングマップとして喜ばれ活用されています。こ
うした歴史的・自然的資源を大切にしながら、村岡を訪れる人や地域住民が地域に関心を
持ち愛着を感じてもらえる魅力あるまちを創出していきます。
　訪れる人に優しいまちづくりとして、目的地へのサインポールや、史跡での案内板を設置
します。

設置本数

実績値
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

体系コード まちづくり地域事業

事 業 名 史跡案内板設置事業
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